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１．はじめに 

 小径倍圧型水圧ﾋﾟｽﾄﾝｻﾝﾌﾟﾗｰ（45 ｻﾝﾌﾟﾗｰ）で採取した有明粘土の微視的構造に及ぼすｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾁｭｰﾌﾞの壁面

摩擦の影響を検討した 1），2）.その結果，チューブ壁の摩擦に伴う微視構造の変化は，チューブ壁 Dwから 2mm

程度の範囲内にあり，Dw＞2mm の領域の試料はチューブ壁面の摩擦に起因する試料の乱れを受けない力学的

にも同等な品質を有していることを明らかにした 1），2）. 

本稿では 45 ｻﾝﾌﾟﾗｰで採取した同じ有明粘土の強度・圧密特性を，サクション測定を伴う一軸圧縮試験UCT，

K0圧密三軸圧縮試験 CK0UC，標準圧密試験 SOT から測定する.そして，原位置強度・圧密特性を推定し測定

値の位置を明らかにする. 

２．測定した強度・圧密特性  

 国内外の各種ｻﾝﾌﾟﾗｰを用いて地表面からの深度 z

が約 10mから採取した有明粘土に対する UCTの応

力とひずみの関係を図―1 に示す.45 ｻﾝﾌﾟﾗｰを除く

結果は田中ら 3）が得たが，試料は 45 ｻﾝﾌﾟﾗｰを含め

同じオペレータによって同一時期に採取された.し

たがって，各種ｻﾝﾌﾟﾗｰで採取した試料の品質に試料

採取者や採取時期の影響は無いと考えている.45 ｻﾝ

ﾌﾟﾗｰ(☆)の quは Sherbrooke(◇)のそれより幾分大き

く，破壊ひずみεfも小さいことが図―1から分かる.

また，Shelby(×)と ELE100(△)の quは 45 ｻﾝﾌﾟﾗｰの

それの半分以下である. 

図―2は 45 ｻﾝﾌﾟﾗｰと JGS 1221-1995に規定された

チューブ内径 75mm のｻﾝﾌﾟﾗｰ（75 ｻﾝﾌﾟﾗｰ）から得

た試料に対するUCTと SOTの結果を示したもので

ある.図中 H は水圧式ｻﾝﾌﾟﾗｰ，E はｴｸｽﾃﾝｼｮﾝﾛｯﾄﾞ固

定式ｻﾝﾌﾟﾗｰを意味する.45(H)の自然含水比 wn は同

じ z下で 75(H)のそれより小さな値を持つプロット

もあるが，ほぼ同等の値と判断される.しかし，同

一 z 下で 45(H)の quと圧密降伏応力σ’pは，75(H)

のそれらよりそれぞれ（3～10）kPa，（10～50）kPa

程度大きい.圧縮指数 Ccは両ｻﾝﾌﾟﾗｰによる特徴的な

差は見られない. 

図―3は 45 ｻﾝﾌﾟﾗｰで得た qu，変形特性 E50，σ’p，

Ccの平均値に対する 75 ｻﾝﾌﾟﾗｰで得たそれらの比を

zに対してプロットしている.E50と Ccの平均値の比は 1を中心に変動するが，quとσ’pの平均値の比は，前者

で 0.67(H)と 0.85(E)，後者で 0.71である.すなわち，qu＝（10～50）kPa程度の有明粘土の場合，75 ｻﾝﾌﾟﾗｰでは

E方式で採取した試料の品質は H方式のそれより良好である. 
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図―1 応力とひずみの関係 
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図―2 UCTと SOTの結果 
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３．推定した原位置非排水強度 

 45 ｻﾝﾌﾟﾗｰで採取した z＝10m の試料の quと推定

した原位置の強度を図―4にまとめた.図―4におい

て Ds はｻﾝﾌﾟﾗｰ刃先からの距離，So：サクション，

cu(I)：CK0UC から推定した原位置の非排水強度，

qu(I)
*：乱れの程度の異なる複数個の供試体から推定

した原位置の強度（従来法）4），qu(I)：簡便法
5）か

ら推定した原位置強度である. 

cu(I)の妥当性は，K0値とσ’pの観点から詳細に検

討されている 6）.2cu(I)に対するquとqu(I)の平均値は，

それぞれ 0.61 と 0.99 であり，qu(I)
*に対する比はほ

ぼ 1である.45 ｻﾝﾌﾟﾗｰは国内外のｻﾝﾌﾟﾗｰの中でも最

も良好な品質の試料が採取できることが図―1，2，

3 から示された.しかし，2cu(I)の 60％程度の値しか

発揮していない.また，qu(I)を得る簡便法
5）は qu(I)

*

や 2cu(I)と同等な値を与えている.また，体積ひずみ

の観点から原位置の圧密降伏応力 7）を推定すると

62.1kPa であり，測定値（50kPa）はこの値の 81％

であった. 

表―1は，図―4にプロットした quと qu(I)の統計

量をまとめたものである.qu(I)の変動係数は qu のそ

れより大きい.このような傾向は河北潟粘土 5）に対

しても確認されている.この原因が供試体の個数に

よるものか原位置の非排水強度の変動を反映した

ものであるのかの検討は今後の課題である. 

４．おわりに 

 主要な結論は以下のように要約される. 

1）45 ｻﾝﾌﾟﾗｰで得た quは，Sherbrookeのそれと比較

して同等以上の値であった.また，75 ｻﾝﾌﾟﾗｰで得

た試料の quとσ’pは 45 ｻﾝﾌﾟﾗｰのそれらのそれぞ

れ（67～85）％，71％程度の値であった.有明粘

土の場合，75 ｻﾝﾌﾟﾗｰではｴｸｽﾃﾝｼｮﾝﾛｯﾄﾞ固定式が水圧式ｻﾝﾌﾟﾗｰより採取試料の品質が良好であった. 

2）簡便法 5）で推定した原位置の qu(I)は，CK0UC の結果から推定した原位置の非排水強度 2cu(I)や従来法
4）で

推定した qu(I)
*と同等の値であった.また，45 ｻﾝﾌﾟﾗｰで採取した試料の quは，2cu(I)の 60％程度の値であった. 
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図―3 uq ， 50E ， p'σ ， cC の比と zの関係 
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図―4 Dsと qu，qu(I)，qu(I)

*/2cu(I)の関係 

 

    表―1  quと qu(I)の統計量 

 n 平均値 
(kPa) 

変動係数 
(%) 

qu 17 31.3 14.1 
qu(I) 17 50.8 17.3 
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